
圧倒的な強さで明治大学が 3 年ぶり 5 回目の優勝！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 明治大学が下馬評どおりの強さを見せつけ
て、3 年ぶり 5 度目の優勝を決めた。前期リ
ーグは、10 勝 1 敗と筑波大学に黒星を喫した
以外は勝ち続け、2 位とは勝点 9 差を広げて
首位ターンをした。後期も勝ち続け、第 16 節
で駒澤大学に引き分けるまでは、11 連勝で首
位を快走した。誰もが、明大の優勝を疑わな
いほどの圧倒的な強さだった。 

 だが、自身のもつ史上最速優勝記録（2016

年／第 18 節）を更新する最速優勝を期待され
ながらも、優勝が決定したのは第 19 節。「明
大と対戦する時、相手は最大の力をぶつけて
くる」と主将の MF 佐藤亮（4 年）が言うよ
うに、どのチームも“王者・明大”の戦い方を
研究して迎え撃った。結果、後期リーグでは
思うような試合運びができないことも。第 16

節で引き分けた後の第 17 節の専修大学戦、第
18 節の法政大学戦は先制点を許す展開に。だ
が MF 瀬古樹（4 年／横浜 FC 内定）は「失
点しても動じないのが今の自分たちの強み」
ときっぱり。「取られても取り返すだけの力が
身についている」との言葉どおり、2 試合連続
の逆転勝利で優勝に王手をかけた。 

第 19 節の順天堂大学戦でも、前半半ばか
らはほぼ順大にペースを作られながらも、40

分に佐藤亮がゴールを流し込む。栗田大輔監
督が「うれしかった」と笑顔を見せた主将の
ゴールで明大が先制する。 

後半に入ると、すぐに順大に 1 点を返され
るが、ここでも明大は焦らなかった。70 分に
は、今季初出場の FW 狩土名禅（3 年）がゴ
ール前の混戦からボールを拾い、ゴールネッ
トに突き刺した。 

 すでに総理大臣杯、「アミノバイタル®」カ
ップと 2 つのタイトルを得ている明大だが、
栗田監督は「トーナメントとリーグ戦は違う。
リーグ戦は 1 年の積み重ねの勝利」という。
今季は 3 バックの起用などシステムの変更を
はじめ「学生主体の変革もあった」。順大に苦
しめられた第 19 節では、3 バックと 4 バッ
ク、試合中にシステムを細かく変えて対応す
るシーンも見られた。「失敗と成功を繰り返し
ながら」（同監督）手にした優勝。しかし、選
手にとってはすでにこの優勝は「通過点」（佐
藤亮）。次なるタイトル、インカレ優勝に向け
て残り 3 試合の充実を誓った。 
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OFFICIAL  MATCHDAY  PROGRAM 
【佐藤亮（4 年・MF・主将）】 

優勝したことはうれしいけれど、ひとつのタイトル
を獲ったという感覚。だから優勝が決まっても爆発
的に喜ぶ、感じではなかった。通過点のような感じ。
ゴールの瞬間も、点を取れたことには安心したけれ
ど「このままじゃダメ」だという気持ちのほうが強
かった。1 点を取っただけで喜んでいるようでは、
今日優勝を決められないんじゃないか、と。それで
ゴール後も自然に喜びが出てこなかった。「次、次」
という気持ちのほうが大きかったんでしょうね。今
年は「もしかしたら今年で自分のサッカーが終わる
かもしれないと」いう気持ちでシーズンに臨みまし
た。だから本当に悔いなくやりたいと思ったし、自
分の姿を大学サッカーに刻みたいと思ってプレーし
ています。 

 

【狩土名禅（3 年・FW）】 

優勝は、スタッフをはじめ、この 1 年間リーグ戦を
戦って人のために、よかったと思いました。彼らが
報われたことが本当にうれしかった。優勝が決まる
試合、自分の怪我からの復帰戦という特別な試合と
いう感覚はなく、いつもと同じように試合には入り
ました。ボールがこぼれてきたときには、腕でスペ
ースを確認して、すぐに打てば反応できないかなと
思って、ターンしてシュートをしました。相手がど
うというより、チャンスをつくるのが自分の役目。
そういう意味では、いつもどおりのプレーができて
よかったです。 

 

【森下龍矢（4 年・MF）】 

今日の順大は旗手（怜央・4 年）やほかの FW が中
間をとってきて、明大のセンターバックが出られな
い状況を作ってきた。正直いうと順大がいちばんや
りにくい相手で、いつもどおりの順大に僕たちがし
っかり苦戦したというか(笑)。ここ最近は厳しい試
合が続いているのですが、悪い内容の試合でも負け
ないという自信はあります。だから今日の試合展開
は、自分たち的にはそう悪くはないと思っていまし
た。優勝は、もちろんうれしいです。けれどインカ

レに向けて危機感も生まれました。もっとがんばら
ないといけないな、と思います。 

 

【安部柊斗（4 年・MF）】 

4 月からリーグ戦をやってきた中では、怪我人など
いろいろなチーム事情もありました。それを乗り越
えて、最高の形で優勝できたのでめちゃめちゃうれ
しかったです。個人的にも栗田監督に迷惑をかけま
したが、ピッチの内外でもう一度がんばることで、
栗田監督の信頼を取り戻すことができた。最後は監
督と抱き合うことができてよかったと思います。リ
ーグ戦の最速優勝記録は更新できませんでしたが、
まだ最多勝点優勝の可能性はあります。みんなで戦
って、最多勝点を狙いたいと思います。 

 

【瀬古樹（4 年・MF）】 

優勝した瞬間は、うれしい気持ちと「やっと決まっ
た」というほっとした気持ちが同じくらいでした。
ここまで勝ち続けて、まだ優勝が決まらないのか、
という気持ちもあったので……。そして、あとは本
当にインカレを獲りに行くだけだな、と思いまし
た。前半は順大のペースでした。僕と（安部）柊斗
が出ていったところをつかれて。順大がうちの嫌な
ことをやってきた、とは感じました。ただ、ワンチ
ャンスを活かして（佐藤）亮が点をとってくれたし、
後半の入りに失点はしましたが、自分たちの流れは
きていると思っていました。取られても取り返すだ
けの力が、自分たちは身についている。自信をもっ
て、やることを変えずに攻め続けた結果が、今日の
勝因でもあったのかな、と思います。 

 
【小野寺健也（4 年・ＤF）】 

今年から出場機会を貰った中で優勝出来たのは嬉
しい。何よりこうやって 4 年生が頑張っている中で
ピッチの中で勝利に関われたことが嬉しい。怪我人
が多い中、怪我要員というか、代役で終わりたくは
ないとずっと思ってプレーしてきました。一試合一
試合を大事にしつつ、個人的にも成長しながらアピ
ールしたいと思っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～11/3 選手優勝コメント～ 

【準々決勝】 

12 月 16 日(月)13:00 

＠味フィ西、AGF、川口、柏の葉 

【準決勝】 

12 月 19 日(木)13:00 

＠浦和駒場、NACK5 

 

【決勝】 
12 月 22 日(日)13:00 
＠浦和駒場 

 

 2019年度 第 68回全日本大学サッカー選手権大会 

 
■日程 
 
【1 回戦】 
12 月 13 日(水) ①11:00 ②13：30 
於：江戸陸、上柚木、足利、真岡、浦安 
 
【2 回戦】 
12 月 16 日(土) ①11:00 ②13：30 
於：夢の島、上柚木、足利、栃木、浦安 

 

■日程■ 
【1 回戦】 

12 月 11 日(水)①11:00②13:30 

＠浦安、AGF、川口、柏の葉 

【2 回戦】 

12 月 14 日(土)①11:00②13:30 

＠味フィ西、AGF、浦安、柏の葉 

 
■正式会場名 浦和駒場＝浦和駒場スタジアム、味フィ西＝味の素フィールド西が丘、 

AGF＝AGF フィールド(味の素スタジアム西競技場)、柏の葉＝柏の葉公園総合競技場、浦安＝浦安市運動 

公園陸上競技場、NACK5＝NACK5 スタジアム大宮、川口＝川口市青木町公園総合運動場陸上競技場 

 
 


